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データから見た業界の動き（平成27年6月分）
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業界の動き
▶データから見た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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業界からの報告

●DI値 ▲2（前年同月比＋8）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比▲10）
　非製造業 ＋7（前年同月比＋20）
●前月比DI値
　製造業 15ポイント改善
　非製造業 17ポイント改善

●DI値 ▲12（前年同月比＋10）
●業種別DI値
　製造業 ▲25（前年同月比▲10）
　非製造業 ▲3（前年同月比＋24）
●前月比DI値
　製造業 不変
　非製造業 6ポイント悪化

●DI値 ▲16（前年同月比±0）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比±0）
　非製造業 ▲17（前年同月比±0）
●前月比DI値
　製造業 5ポイント改善
　非製造業 3ポイント改善
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　当店は、郷土料理を基にした自然食・美容食・長寿食の提供をテーマ
に昭和56年に創業しました。自家菜園の野菜料理、甲州名物のほうと
う、伝統的な味わいの日本そば、素材にこだわった手造り豆腐やコン
ニャクなど、自慢の料理を提供しています。品質に徹底的にこだわって
作っている創作豆腐料理は、平成22年に開催された食の祭典やまなし
で「山梨県知事賞」を受賞しました。
　創業当時から“地産地消”にこだわり、自家菜園で育てた無農薬野菜
を食材に料理を提供しています。自らが育てた四季の旬な野菜を朝収
穫し、「地産地消～自家菜園の野菜を使った食べ放題～」のランチとし
て40～50種類のメニューをバイキング形式で提供しています。食べて
いただいたお客様からはとてもご好評を頂いているため、今後も新た
なメニューを加えて行きたいと思います。
　飲食業界では、数多くのナショナルチェーンが県内にも進出してき

ています。地元の個人飲食店としては、こだわりの料理を提供すること
で大型店との差別化を図って行きかなければならないと思っています。
また、景気低迷による売上不振が続いていますが、このピンチをチャン
スするために、もう一度“食”の大切さを考え直した事業展開を行って
いく必要があると思います。
　時代の変化とともに、人の食生活も大きく変化していきます。その中
で、時代のニーズを取り入れながら、安心・安全でこだわりの魅力ある
メニューを考え、“食”を通じてお客様の健康的な生活のお手伝いがで
きたらと考えています。
　また、山梨飲食業協同組合も設立12年目を迎えました。今後は我々
世代が持っている“こだわりの味や料理の技”を若手に伝え、次世代の
料理人を育てて行くことにも、組合事業として積極的に取り組んで行
きたいと思っています。
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　６月の景況は、円安による原材料の高騰や燃料価格の
上昇、公共工事の減少などに加え、天候不順による食品
等の値上がりもあり景気は停滞感が強まった。
　また、技術者等の人材不足も依然として解消できな
いため、受注機会を逃がしているケースも出ている。
　一方、昨年秋以降の訪日外国人旅行客の急増に伴い
山梨県内の宿泊業や観光関連業界の景気は改善傾向に
あることが伺える。
　その他、全般的には景況感は改善し
ているものの、同じ業界内において
も技術、サービス、取引先等によって
景気回復の格差拡大が懸念される
状況である。

●情報連絡員からの景況報告の概要
6月分
平成27年

　郷土料理 棡原　代表　辻　 和夫 氏　（山梨飲食業協同組合　理事長）　郷土料理 棡原　代表　辻　 和夫 氏　（山梨飲食業協同組合　理事長）
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■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係は低調だ
が、生食材や新商品が好調のため全体の売
上は前年同月比103%。原料高が続いてい
るが、値上げ効果もあり利益は改善傾向。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品の国内向
けは横ばいだが、台湾輸出が好調。売上は
前年同月比107%。しかし、チョコレート、バタ
ー等の原料高が続いており採算は厳しい状
況。

●食料品（菓子）／売上は、前年同月比2割
増。

●繊維･同製品（織物）／裏地、雑貨物は前年
並み、ネクタイは秋冬物の受注が始まった。
座布団、服地は、前年度対比1割増。

●窯業・土石（砂利）／山梨県関係の土木工
事の発注が遅れているため在庫が増加。

●窯業・土石（山砕石）／売上は前年対比

10%減少。地域主体の産業のため全国的
には経済状況が好転しているようだが、地方
にまでは波及効果はない。

●鉄鋼・金属／予想範囲内で推移しているが、
先行き不透明。

●一般機器／半導体関連・自動車関連は前年
より仕事量は増加傾向にあるが、大手メーカ
ーの海外生産が進み国内生産の仕事量が
減少傾向にあるため景気回復感はない。

●電気機器／物量の変動が激しく短納期及
び安価なコストでの受注のため、人件費や
原材料等の費用が割高となり物量が集中し
ても利益が出ない。また、同業種間で地域格
差が広がっている。

●宝飾(研磨)／素材を海外に依存しているた
め、円安によるコスト増。

■非製造業
●卸売（ジュエリー）／国内流通は、悪化傾
向。

●小売（青果）／九州方面の天候不順により
葉物類や玉葱、じゃが芋等は入荷量減に伴
い高値となり販売価格が上昇傾向にあり、
売上は前年同月比6%増。

●小売(食肉)／生産頭数の減少や円安の影
響もあり国内の豚肉、牛肉の相場が高値安
定の状態。販売価格を多少値上げしても追
いつかない状況。

●小売（電機製品）／売上は地域･量販店とも
約2割減。特に、天候不順によりエアコンの
売上が大幅に減少。

●小売（事務機文具）／路面店（小売）を中心
とした組合員企業は廃業傾向。

●小売（石油）／人口減に加え省エネ車の増
加によりガソリン等の販売量が減少傾向。石
油卸価格は上昇傾向にあるが、販売価格に
転嫁できず利益の減少。

●不動産取引／東京から物件買い取りの依頼
が多い。

●宿泊業（甲府）／景気は改善傾向。一部の
ホテルでは、宿泊代の見直しを始めたが、不
規則な就労時間のため慢性的に人手不足
に陥っている。

●美容業／消費者の節約志向から低料金店舗
が増加。また、カットやヘアカラー等の低単価

の施術のため、利益確保が難しい。
●警備業／組合へ未加入の業者による低価
格競争が散見され、対応に苦慮している。

●建設業（総合）／前払金保証から見た6月の
県内公共工事動向によると、前年同月比、件
数で1.9%、請負金額で5.7%減少。

●建設業（住宅関連）／受注が順調で、特に大
工職人の確保が厳しい。

●建設業（鉄構）／稼働率が上昇傾向にある
が、首都圏を中心とした県外の物件である。

●設備工事（電気工事）／業界全体的に工事
件数が減少しているため、技術力や営業力
のある企業との格差が広がっている。

●設備工事（管設備）／アパート等賃貸物件
の増加により売上は、前年同月比26.7%増。
円安による原材料高や技術者の不足等によ
る人件費の増加により販売価格は上昇傾
向。

●運輸（タクシー）／月初めは、イベント等があ
り微増したが、月後半は需要減となった。

●運輸（トラック）／天候不順により農産物の
出荷量が減少し運送に影響がでている。物
価が上昇傾向にあるが運賃は上がらない。
また、労働時間の規制も厳しく稼働率が低
下しているため、今後更に経営が厳しくなる
と予測。


